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三種町

議会だより 琴丘小学校６年生の声

　バスケットボールの練習や自主練習を試
合でやることを思い出しながら頑張る。

　最後のテニスでペアとのかけ声を大切に
して試合に臨みたい。

　最後のバスケットボールでいい思い出を
つくって、家族との時間も大切にしたい。

（取材：遠藤　勝昭、児玉　儀広）

旧八竜町鵜川生まれ。芦崎地区に嫁ぎ農業
を頑張ってきました。

◇◆ プロフィール◆◇
伊東　ミヅノさん（八竜地域）
いと う

　
 　

　

Q 議会だよりを読んでいますか？
A　一生懸命読んでいるわけではないけど、目を通したことは
　あります。活字が苦手な方です。

～伝えたいこと～

（取材：畠山　勝巳）

議会だよりの改善点・要望はありますか？
読みやすいようにお願いします。

　せいぶ館の掃除をしてきました。地域だけの施設ではないと
いうことを知ってほしいです。
　せいぶ館ができて、私が最初の管理人でした。当初は利用す
る人がほとんどおらず、草取りと掃除が仕事でした。最近は、
焼き肉パーティなどが頻繁に行なわれるようになり、地元以外
の方々も結構使うようになりました。私は今、引退しています
が、自宅がせいぶ館の近くなので、利用状況が確認できます。
今後もどんどん使ってほしいです。

　まだまだ暑い日が続きます。熱中症な
どにならないように、こまめな水分補給
をして、無理せず暑い夏を乗り切りましょ
う。
　これからも、皆さんに愛され続ける広
報づくりに取り組んでまいります。
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議
　
案
　
審
　
議

問　
既
存
の
シ
ス
テ
ム
カ

ウ
ン
タ
の
利
用
頻
度
は
。

答　
令
和
６
年
度
に
お
い

て
は
、
主
に
中
高
生
の
大

会
や
Ｂ
リ
ー
グ
Ｕ
18
の
試

合
な
ど
19
回
程
度
の
イ
ベ

ン
ト
で
利
用
し
て
い
る
。

問　
シ
ス
テ
ム
カ
ウ
ン
タ

の
更
新
は
緊
急
性
が
あ
る

の
か
。

答　
現
在
使
用
し
て
い
る

同
等
の
掲
示
板
は
購
入
か

ら
約
20
年
経
過
し
て
お
り
、

使
用
中
に
停
止
す
る
事
例

が
発
生
し
て
い
る
が
、
サ

ポ
ー
ト
期
間
を
超
過
し
、

部
品
交
換
な
ど
が
で
き
な

い
た
め
、
新
規
購
入
す
る

必
要
が
あ
る
。

テ
レ
ビ
受
信
料

問　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

契
約
の
契
約
漏
れ
に
つ
い

て
、
期
間
は
ど
の
く
ら
い

か
。

答　
未
契
約
期
間
が
最
長

の
も
の
は
、
平
成
22
年
度

に
設
置
し
た
カ
ー
ナ
ビ
で

あ
る
。

問　
一
部
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
の
未
契
約
に
つ
い

て
、
予
定
し
て
い
る
再
発

防
止
策
は
。

答　
カ
ー
ナ
ビ
に
つ
い
て

は
、
テ
レ
ビ
機
能
が
搭
載

さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
購

入
し
た
場
合
の
料
金
が
受

信
料
よ
り
安
い
場
合
は
更

新
し
、
ワ
ン
セ
グ
機
能
付

き
の
携
帯
電
話
に
つ
い
て

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

切
り
替
え
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

能
代
山
本
広
域
市
町
村

圏
組
合
負
担
金

問　
令
和
７
年
３
月
補
正

以
降
、
ど
の
程
度
物
価
指

数
が
変
動
し
た
の
か
情
報

は
示
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
土
木
建
築
工
事
に
お

け
る
建
築
費
は
４
・
８
％
、

電
気
設
備
工
事
は
25
・
２

％
、
機
械
設
備
工
事
は

33
・
６
％
、
プ
ラ
ン
ト
工

事
に
お
け
る
は
ん
用
機
械

は
５
・
８
％
、
電
気
機
器

は
４
・
２
％
上
昇
し
て
い

る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計

問　
中
長
期
的
な
将
来
予

測
が
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
よ
り
、

頻
繁
な
税
率
改
正
を
回
避

す
る
努
力
を
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

本
町
に
お
い
て
も
同
様
の

取
組
を
行
う
こ
と
は
可
能

か
。

答　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
で
の
保
険
税
算
定

は
、
現
在
検
討
し
て
お
ら

ず
、
現
状
の
所
得
状
況
や

被
保
険
者
数
、
医
療
費
の

状
況
を
鑑
み
た
上
で
適
切

な
税
率
と
す
る
こ
と
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
を
導
入
し
な
い
理

由
は
。

答　
現
在
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
関
す
る

詳
細
な
情
報
が
な
い
た
め
、

今
後
、
調
査
・
研
究
し
て

参
り
た
い
。

契約漏れの再発防止策は

一
　
般
　
会
　
計

琴
丘
総
合
体
育
館
シ
ス

テ
ム
カ
ウ
ン
タ

問　
約
３
０
８
０
万
円
の

大
が
か
り
な
移
動
式
タ
イ

マ
ー
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
設
備
な
の
か
。

答　
時
間
や
得
点
、
チ
ー

ム
名
な
ど
が
表
示
さ
れ
る

大
型
の
得
点
板
で
あ
り
、

主
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

で
多
く
利
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
２
台
で
１
組
と

な
っ
て
い
る
も
の
を
２
組

購
入
し
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
の
２
つ
の
コ
ー
ト
に
１

組
ず
つ
設
置
す
る
予
定
で

あ
る
。

議
　
案
　
審
　
議

１億６１８２万円

広域一般廃棄物処理施設整備事業負担
金の増額による補正。

ふるさと元気づくり基金とスポーツ振
興くじ助成金を活用し、老朽化した移

動式大型タイマーを更新。

ピックアップ6月補正

　

能代山本広域市町村圏
組合負担金
能代山本広域市町村圏
組合負担金

歳出

３２６万７千円

改正戸籍法の施行により戸籍に振り仮名が記載
されることになり、町内に本籍がある方へ戸籍
に記載する予定の振り仮名に関する通知を発送。

歳入

　３０８０万円　歳出

琴丘総合体育館システム
カウンタ
琴丘総合体育館システム
カウンタ

氏名振仮名法制化事業費補助金氏名振仮名法制化事業費補助金
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※

１　
教
育
現
場
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
業
務
の
効
率
化

と
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
を
指
し
ま
す
。

　
　
教
員
が
児
童
生
徒
と

関
わ
る
時
間
を
増
や
す

た
め
、
校
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
、
教
育

活
動
の
質
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

※

２　
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
＝

ス
チ
ー
ム
」
は
、
科

学
・
技
術
・
工
学
・
芸

術
・
数
学
の
英
単
語
の

頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
で
す
。　

　
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の

前
進
で
あ
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

教
育
で
は
、
理
数
的
思

考
を
重
視
し
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
、
Ａ
ｒ
ｔ

（
芸
術
・
文
化
・
生
活
・

政
治
経
済
な
ど
広
い
分

野
が
含
ま
れ
る
。）
が

加
わ
り
、
創
造
力
や
課

題
解
決
能
力
の
育
成
を

志
向
す
る
教
育
方
針
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
た
子
さ
ん

　
　
　
の
解
説

問　
当
初
予
算
で
は
９
０

０
０
万
円
、
令
和
７
年
６

月
補
正
予
算
で
は
４
２
３

万
円
を
基
金
に
積
み
立
て

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
い

う
考
え
で
よ
い
か
。

答　
農
業
所
得
な
ど
が
増

え
た
こ
と
に
よ
る
賦
課
額

の
増
額
や
事
業
納
付
金
が

見
込
み
額
よ
り
も
大
幅
に

減
額
し
た
こ
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
殊
な
事
例
が

重
な
り
、
現
在
は
財
源
に

余
力
が
あ
る
と
い
う
解
釈

で
差
し
支
え
な
い
。

問　
基
金
残
高
と
単
年
度

収
支
額
の
合
計
が
一
定
の

基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

税
率
を
下
げ
る
な
ど
の
ル

ー
ル
を
定
め
て
は
。

答　
基
金
は
、
継
続
的
な

国
保
財
政
の
あ
る
程
度
の

余
力
と
し
て
持
つ
べ
き
も

の
で
あ
り
、
必
要
以
上
に

積
み
増
す
必
要
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
回
の
金
額
を
１
つ
の
目

安
と
し
て
、
今
後
、
単
年

度
収
支
は
あ
る
程
度
安
定

さ
せ
る
必
要
も
あ
る
が
、

な
る
べ
く
被
保
険
者
の
負

担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
な

税
率
算
定
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　
８
年
度
に
更
に
税
率

を
下
げ
る
努
力
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
ど
う
か
。

答　
現
段
階
で
詳
し
い
税

率
な
ど
を
明
言
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
税
率
を

引
き
下
げ
る
検
討
も
こ
れ

か
ら
し
て
い
き
た
い
。

財
産
の
取
得

校
務
用
等
パ
ソ
コ
ン
及

び
周
辺
機
器

問　
学
校
の
校
務
Ｄ
Ｘ
の

円
滑
化
や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ

ラ
ザ
な
ど
の
環
境
を
整
備

す
る
た
め
の
更
新
の
よ
う

だ
が
、
具
体
的
な
機
能
や

効
果
は
。

答　
令
和
６
年
度
か
ら
県

の
共
同
調
達
に
よ
り
教
職

員
が
出
退
勤
や
児
童
生
徒

の
学
習
状
況
把
握
な
ど
を

一
体
的
に
管
理
で
き
る
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
る
が
、
既
存
の
パ

ソ
コ
ン
で
は
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
す
る
た
め
の
性
能
が

著
し
く
低
く
、
ま
た
、
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
の
サ
ポ

ー
ト
期
間
が
満
了
と
な
る

こ
と
に
伴
い
、
環
境
維
持

の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
更

新
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
種
中
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ス

問　
今
後
、
児
童
数
が
減

少
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

新
規
購
入
す
る
３
台
の
バ

ス
は
有
効
活
用
さ
れ
る
の

か
。

答　
数
年
間
は
現
状
の
バ

ス
路
線
で
の
運
行
を
予
測

し
て
い
る
。

　

購
入
す
る
バ
ス
の
定
員

は
45
人
で
あ
り
、
利
用
頻

度
に
も
期
待
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

三
種
中
学
校
施
設
備
品

（
ス
ク
ー
ル
セ
ッ
ト
・

教
卓
等
）

問　
備
品
購
入
に
あ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
の
反

映
は
。

答　
子
ど
も
の
意
見
は
、

こ
れ
ま
で
も
机
の
大
き
さ

や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用

な
ど
に
つ
い
て
を
聞
い
た

経
緯
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
意
見
を

聞
き
な
が
ら
進
め
て
参
り

た
い
。

※

１

※

2

６月定例会で審議された議案

報　　告

令和６年度三種町一般会計予算継続費繰越計算書の報告について 
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専決処分の承認を求めることについて（令和６年度三種町後期高齢者医療特
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専決処分の承認を求めることについて（令和６年度三種町介護保険事業勘定
特別会計補正予算） 
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度三種町温泉事業特別会計
補正予算） 
専決処分の承認を求めることについて（三種町町税条例の一部を改正する条
例） 
専決処分の承認を求めることについて（三種町入湯税条例の一部を改正する
条例） 
専決処分の承認を求めることについて（三種町国民健康保険税条例の一部を
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三種町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 
三種町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
改正について

工事請負契約の締結について
（三種町立統合中学校テニス部室・ロータリー雁木建築工事） 
工事請負契約の締結について（三種町立統合中学校共励館改修建築工事） 
工事請負契約の締結について（三種町立統合中学校多目的広場整備工事） 
財産の取得について（液晶ディスプレイ一体型電子黒板） 
財産の取得について（校務用等パソコン及び周辺機器） 
財産の取得について（三種中学校スクールバス）
財産の取得について（三種中学校施設備品（スクールセット・教卓等）） 

再審法改正（刑事訴訟法の一部改正）の意見書の採択を求める陳情書     
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原案可決
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※

１　
教
育
現
場
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
業
務
の
効
率
化

と
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
を
指
し
ま
す
。

　
　
教
員
が
児
童
生
徒
と

関
わ
る
時
間
を
増
や
す

た
め
、
校
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
、
教
育

活
動
の
質
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

※

２　
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
＝

ス
チ
ー
ム
」
は
、
科

学
・
技
術
・
工
学
・
芸

術
・
数
学
の
英
単
語
の

頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
で
す
。　

　
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の

前
進
で
あ
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

教
育
で
は
、
理
数
的
思

考
を
重
視
し
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
、
Ａ
ｒ
ｔ

（
芸
術
・
文
化
・
生
活
・

政
治
経
済
な
ど
広
い
分

野
が
含
ま
れ
る
。）
が

加
わ
り
、
創
造
力
や
課

題
解
決
能
力
の
育
成
を

志
向
す
る
教
育
方
針
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
た
子
さ
ん

　
　
　
の
解
説

問　
当
初
予
算
で
は
９
０

０
０
万
円
、
令
和
７
年
６

月
補
正
予
算
で
は
４
２
３

万
円
を
基
金
に
積
み
立
て

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
い

う
考
え
で
よ
い
か
。

答　
農
業
所
得
な
ど
が
増

え
た
こ
と
に
よ
る
賦
課
額

の
増
額
や
事
業
納
付
金
が

見
込
み
額
よ
り
も
大
幅
に

減
額
し
た
こ
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
殊
な
事
例
が

重
な
り
、
現
在
は
財
源
に

余
力
が
あ
る
と
い
う
解
釈

で
差
し
支
え
な
い
。

問　
基
金
残
高
と
単
年
度

収
支
額
の
合
計
が
一
定
の

基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

税
率
を
下
げ
る
な
ど
の
ル

ー
ル
を
定
め
て
は
。

答　
基
金
は
、
継
続
的
な

国
保
財
政
の
あ
る
程
度
の

余
力
と
し
て
持
つ
べ
き
も

の
で
あ
り
、
必
要
以
上
に

積
み
増
す
必
要
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
回
の
金
額
を
１
つ
の
目

安
と
し
て
、
今
後
、
単
年

度
収
支
は
あ
る
程
度
安
定

さ
せ
る
必
要
も
あ
る
が
、

な
る
べ
く
被
保
険
者
の
負

担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
な

税
率
算
定
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　
８
年
度
に
更
に
税
率

を
下
げ
る
努
力
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
ど
う
か
。

答　
現
段
階
で
詳
し
い
税

率
な
ど
を
明
言
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
税
率
を

引
き
下
げ
る
検
討
も
こ
れ

か
ら
し
て
い
き
た
い
。

財
産
の
取
得

校
務
用
等
パ
ソ
コ
ン
及

び
周
辺
機
器

問　
学
校
の
校
務
Ｄ
Ｘ
の

円
滑
化
や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ

ラ
ザ
な
ど
の
環
境
を
整
備

す
る
た
め
の
更
新
の
よ
う

だ
が
、
具
体
的
な
機
能
や

効
果
は
。

答　
令
和
６
年
度
か
ら
県

の
共
同
調
達
に
よ
り
教
職

員
が
出
退
勤
や
児
童
生
徒

の
学
習
状
況
把
握
な
ど
を

一
体
的
に
管
理
で
き
る
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
る
が
、
既
存
の
パ

ソ
コ
ン
で
は
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
す
る
た
め
の
性
能
が

著
し
く
低
く
、
ま
た
、
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
の
サ
ポ

ー
ト
期
間
が
満
了
と
な
る

こ
と
に
伴
い
、
環
境
維
持

の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
更

新
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
種
中
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ス

問　
今
後
、
児
童
数
が
減

少
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

新
規
購
入
す
る
３
台
の
バ

ス
は
有
効
活
用
さ
れ
る
の

か
。

答　
数
年
間
は
現
状
の
バ

ス
路
線
で
の
運
行
を
予
測

し
て
い
る
。

　

購
入
す
る
バ
ス
の
定
員

は
45
人
で
あ
り
、
利
用
頻

度
に
も
期
待
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

三
種
中
学
校
施
設
備
品

（
ス
ク
ー
ル
セ
ッ
ト
・

教
卓
等
）

問　
備
品
購
入
に
あ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
の
反

映
は
。

答　
子
ど
も
の
意
見
は
、

こ
れ
ま
で
も
机
の
大
き
さ

や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用

な
ど
に
つ
い
て
を
聞
い
た

経
緯
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
意
見
を

聞
き
な
が
ら
進
め
て
参
り

た
い
。

※

１

※

2

６月定例会で審議された議案

報　　告

令和６年度三種町一般会計予算継続費繰越計算書の報告について 
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専決処分の承認を求めることについて（令和６年度三種町国民健康保険事業
勘定特別会計補正予算） 
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度三種町後期高齢者医療特
別会計補正予算） 
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度三種町介護保険事業勘定
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三種町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
改正について

工事請負契約の締結について
（三種町立統合中学校テニス部室・ロータリー雁木建築工事） 
工事請負契約の締結について（三種町立統合中学校共励館改修建築工事） 
工事請負契約の締結について（三種町立統合中学校多目的広場整備工事） 
財産の取得について（液晶ディスプレイ一体型電子黒板） 
財産の取得について（校務用等パソコン及び周辺機器） 
財産の取得について（三種中学校スクールバス）
財産の取得について（三種中学校施設備品（スクールセット・教卓等）） 

再審法改正（刑事訴訟法の一部改正）の意見書の採択を求める陳情書     
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承　　認
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森山　大輔　議員

問　
調
査
後
の
取
り
組
み

予
定
は
。

町
長　
助
言
書
の
送
付
、

管
理
不
全
空
き
家
な
ど
の

判
定
、
行
政
指
導
や
勧
告

を
行
う
。
勧
告
に
よ
り
固

定
資
産
税
の
特
例
が
解
除

さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
改

善
が
な
け
れ
ば
命
令
や
代

執
行
を
行
う
。

問　
行
政
に
よ
る
対
応
に

は
限
界
が
あ
る
が
、
地
域

住
民
や
民
間
事
業
者
と
連

携
す
る
考
え
は
。

町
長　
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

問　
公
道
や
公
有
地
の
危

険
除
去
に
は
行
政
も
関
与

す
る
の
か
。

課
長
等　
行
政
が
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。

問　
危
険
な
空
き
家
の
解

体
を
さ
ら
に
進
め
る
考
え

は
。

課
長
等　
今
後
物
価
が
高

騰
す
る
場
合
は
補
助
額
を

検
討
し
た
い
。

問　
知
事
が
掲
げ
る
人
口

減
少
対
策
に
協
調
し
て
取

り
組
む
考
え
は
。

町
長　
本
町
も
協
調
し
て

取
り
組
み
た
い
。

問　
一
定
期
間
、
町
営
住

宅
に
住
居
し
た
住
民
に
住

宅
を
無
償
譲
渡
す
る
考
え

は
。

町
長　
入
居
者
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問　
過
去
２
年
間
の
出
生

数
が
30
人
を
下
回
っ
て
お

り
危
機
的
な
状
況
。
思
い

切
っ
た
施
策
を
講
じ
る
考

え
は
。

町
長　
子
ど
も
が
い
る
世

帯
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
家

庭
を
持
つ
世
代
も
支
援
し

て
い
き
た
い
。

問　
廃
校
を
企
業
誘
致
に

活
用
す
る
考
え
は
。

町
長　
校
舎
の
老
朽
化
も

勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

問　
廃
校
活
用
の
検
討
予

定
は
。

課
長
等　
令
和
８
年
度
に

地
域
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
町
と
し
て
の
方
針
を
示

す
。

問答
本
年
度
の
空
き
家
調
査
の
内
容
は

７
月
か
ら
11
月
ま
で
現
地
調
査
す
る

問　
廃
校
に
移
転
し
た
公

民
館
な
ど
の
機
能
は
町
が

維
持
す
る
の
か
。

課
長
等　
維
持
す
る
考
え

で
あ
る
。

問　
本
町
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

へ
の
取
り
組
み
予
定
は
。

人
口
減
少
対
策

廃
校
活
用

新
た
な
ク
マ
対
策

もりやま だいすけ

一般質問６議員が登壇
　　　13項目を質すただ

P 7　森山　大輔 議員 ○空き家調査と調査後の取り組み
 ○人口減少対策の更なる推進
 ○廃校の利活用
 ○新たなクマ対策

P 8　伊藤　千作 議員 ○農業問題、コメ高騰対策。米増産へ転換を。農家が
 　再生産可能な価格、所得保障を
 ●風力発電の羽根落下事故を受けての要請
 ●修学旅行費の無償化について

P 9　荒谷　要伸 議員 ○風力発電ブレード落下事故について

P10　平賀　　真 議員 ○町有施設の現状と利用者からの要望について
 ○町主催の記念事業の在り方を問う

P11　畠山　勝巳 議員 ○「三種町ふれあいバス」を運行している「住民共助
 　組織」の現状と今後の課題について
 ○「住み続けたい町トップ評価」と「ふるさと会」の
 　創設について

P12　児玉　儀広 議員 ○空き家の現状と対策について

※●印の質問については、誌面の都合上掲載できなかったものです。
　おって町ホームページに会議録を掲載しますので、そちらをご覧ください。

一般質問は６月10日に行われました。
一般質問とは、年４回の議会定例会において行われます。
議題とは関係なく、議員が町政全般にわたって執行機関に対し、施策の状況や方針などに
ついて説明や報告を求めるものです。
通告制が採用されており、通告（質問の届出）は、議員個人の判断によります。

町
長　
住
宅
地
に
も
ク
マ

が
出
没
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る

ク
マ
対
策
は
難
し
い
。

問　
猟
銃
使
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
時
期
は
。

課
長
等　
９
月
１
日
の
法

施
行
ま
で
に
整
備
し
た
い
。

令和７年４月鹿渡地区で目撃されたクマ

質　問　者
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森山　大輔　議員

問　
調
査
後
の
取
り
組
み

予
定
は
。

町
長　
助
言
書
の
送
付
、

管
理
不
全
空
き
家
な
ど
の

判
定
、
行
政
指
導
や
勧
告

を
行
う
。
勧
告
に
よ
り
固

定
資
産
税
の
特
例
が
解
除

さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
改

善
が
な
け
れ
ば
命
令
や
代

執
行
を
行
う
。

問　
行
政
に
よ
る
対
応
に

は
限
界
が
あ
る
が
、
地
域

住
民
や
民
間
事
業
者
と
連

携
す
る
考
え
は
。

町
長　
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

問　
公
道
や
公
有
地
の
危

険
除
去
に
は
行
政
も
関
与

す
る
の
か
。

課
長
等　
行
政
が
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。

問　
危
険
な
空
き
家
の
解

体
を
さ
ら
に
進
め
る
考
え

は
。

課
長
等　
今
後
物
価
が
高

騰
す
る
場
合
は
補
助
額
を

検
討
し
た
い
。

問　
知
事
が
掲
げ
る
人
口

減
少
対
策
に
協
調
し
て
取

り
組
む
考
え
は
。

町
長　
本
町
も
協
調
し
て

取
り
組
み
た
い
。

問　
一
定
期
間
、
町
営
住

宅
に
住
居
し
た
住
民
に
住

宅
を
無
償
譲
渡
す
る
考
え

は
。

町
長　
入
居
者
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問　
過
去
２
年
間
の
出
生

数
が
30
人
を
下
回
っ
て
お

り
危
機
的
な
状
況
。
思
い

切
っ
た
施
策
を
講
じ
る
考

え
は
。

町
長　
子
ど
も
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帯
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え
、
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ら
家
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い
。
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荒谷　要伸　議員

問　
秋
田
市
の
新
屋
海
浜

公
園
で
風
力
発
電
か
ら
ブ

レ
ー
ド
が
落
下
し
近
く
に

い
た
男
性
が
亡
く
な
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発

生
し
た
。

　
今
回
の
事
故
は
、
人
の

立
ち
入
り
制
限
の
無
い
区

域
で
の
事
故
で
あ
る
。　

　
本
町
の
沿
岸
部
の
風
力

発
電
も
立
ち
入
り
制
限
の

な
い
場
所
だ
が
、
特
に
釜

谷
浜
は
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト

を
開
催
す
る
場
所
で
も
あ

り
安
全
に
つ
い
て
強
い
疑

問
を
投
げ
か
け
た
。

 

新
屋
の
事
故
は
、
前
日

に
点
検
を
実
施
し
翌
日
に

事
故
が
起
き
て
い
る
、
今

ま
で
の
点
検
で
安
全
と
言

え
る
の
か
。

町
長　
今
回
の
事
故
は
、

住
民
生
活
の
安
全
に
関
す

る
衝
撃
的
な
出
来
事
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
大
変
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。
点

検
に
関
す
る
安
全
性
を
疑

問
視
す
る
声
が
あ
る
こ
と

を
承
知
し
て
い
る
。
事
業

者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
る
。

問　
こ
れ
ま
で
に
本
町
で

の
物
損
事
故
、
又
は
危
険

な
思
い
を
し
た
な
ど
の
報

告
は
あ
っ
た
の
か
。

課
長
等　
こ
れ
ま
で
に
２

回
ブ
レ
ー
ド
か
ら
氷
塊
が

飛
ん
だ
こ
と
に
よ
り
農
業

用
ハ
ウ
ス
が
被
害
を
受
け

た
。

　

氷
点
下
に
な
っ
た
り
雪

の
塊
が
出
来
そ
う
な
日
は

風
車
を
止
め
て
目
視
で
点

検
し
た
後
に
運
転
し
て
い

る
。

問　
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
期

間
中
の
発
電
の
一
時
休
止

を
求
め
た
い
。
こ
れ
が
安

心
安
全
に
繋
が
る
一
つ
の

策
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

問答
風
力
発
電
ブ
レ
ー
ド
事
故
に
つ
い
て

意
見
を
国
に
対
す
る
要
望
に
盛
り
込
む

課
長
等　
町
の
方
か
ら
も

イ
ベ
ン
ト
開
催
中
の
対
応

に
つ
い
て
お
願
い
し
て
る
。

事
業
者
か
ら
も
必
要
な
と

こ
ろ
を
止
め
る
な
ど
し
て

検
討
す
る
と
の
報
告
を
受

け
て
い
る
。

　

安
全
に
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
が
出
来
る
よ
う
に
町
の

方
か
ら
も
要
望
す
る
。

問　
通
学
路
脇
に
あ
る
風

力
発
電
を
懸
念
し
て
い
る

が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出

来
る
前
に
設
置
さ
れ
た
の

か
。
　
ま
た
、
自
治
会
や
小
中

学
校
に
注
意
喚
起
の
徹
底

を
し
て
も
ら
い
た
い
が
、

ど
う
か
。

課
長
等　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
出
来
る
前
に
国
の
許
可

を
取
っ
て
い
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の

契
約
に
な
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
対
応
を
協
議
し
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
考
え

て
い
く
。

あ ら や ようしん い と う せんさく

※

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
固
定
価
格
取
引
制

度
の
こ
と
で
あ
り
、
太

陽
光
や
風
力
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発

電
さ
れ
た
電
気
を
電
力

会
社
が
一
定
期
間
、
一

定
価
格
で
買
い
取
る
こ

と
を
国
が
約
束
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

み
た
子
さ
ん

　
　
　
の
解
説

※

伊藤　千作　議員

問　
米
の
高
騰
は
、
需
要

量
よ
り
令
和
５
年
産
米
が

44
ト
ン
も
不
足
し
た
こ
と

に
起
因
し
て
い
る
。
米
消

費
の
減
少
を
大
前
提
に
需

要
に
見
合
う
ギ
リ
ギ
リ
の

生
産
計
画
を
立
て
、
農
家

に
事
実
上
の「
減
反
」を
押

し
つ
け
て
き
た
自
民
党
農

政
が
も
た
ら
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
政
府
は
、
「
米
価
は
市

場
が
決
め
る
」
と
し
て
価

格
保
障
を
し
な
か
っ
た
。

し
か
も
米
の
流
通
自
由
化

を
進
め
、
大
手
の
量
販
店

が
価
格
決
定
権
を
握
り
、

価
格
は
低
く
抑
え
ら
れ
た
。

　
農
家
は
、
肥
料
の
値
上

が
り
な
ど
経
費
が
か
さ
み
、

「
時
給
10
円
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
で
、
米
を
作
れ
ば

作
る
ほ
ど
赤
字
に
な
る
状

況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
米

農
家
は
平
成
12
年
の
１
７

４
万
戸
か
ら
53
万
戸
に
激

減
し
、
生
産
量
も
お
よ
そ

３
割
も
減
っ
た
。
後
継
者

が
育
た
ず
、
米
を
生
産
す

る
力
の
減
退
が
深
刻
で
あ

る
。
　
今
必
要
な
こ
と
は
、
当

面
の
緊
急
対
策
と
一
体
に

米
増
産
に
舵
を
切
る
こ
と
、

そ
れ
を
政
府
が
明
確
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
国
が
責

任
を
持
っ
て
米
の
供
給
を

安
定
さ
せ
る
姿
勢
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め

て
安
定
し
た
流
通
が
可
能

に
な
る
。

　
農
家
が
増
産
に
意
欲
を

持
つ
に
は
、
再
生
産
可
能

な
価
格
や
所
得
補
償
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
は
社

会
的
要
請
で
あ
り
、
欧
州

な
ど
で
は
当
た
り
前
の
こ

と
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　
町
長
は
、
こ
の
農
家
問

題
、
米
高
騰
、
原
因
と
対

策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
考
え
、
見
解
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

町
長　
初
め
に
、
米
の
増

産
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
度
の
本
町
の
主
食
用
米

作
付
け
面
積
は
、
農
家
か

ら
提
出
さ
れ
た
水
稲
生
産

実
施
計
画
書
を
集
計
し
た

と
こ
ろ
、
米
の
買
い
取
り

価
格
の
上
昇
な
ど
の
要
因

か
ら
３
９
０
８
ha
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
６
年
比
較

で
は
、
２
０
５
ha
増
と
な

っ
て
い
る
。

問

答

農業問題、米高騰、原因と対策を

柔軟な国の政策に期待する

　

次
に
、
農
家
へ
の
価
格
、

所
得
補
償
、
消
費
者
に
対

す
る
適
正
、
安
価
な
米
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
米
の

価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、

農
業
所
得
の
向
上
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
で

は
、
異
常
気
象
な
ど
に
よ

る
減
収
を
想
定
し
た
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
で
あ

る
ナ
ラ
シ
対
策
、
収
入
保

険
制
度
、
水
稲
共
済
な
ど

へ
の
加
入
を
働
き
か
け
て

い
く
。

　

ま
た
、
消
費
者
に
と
っ

て
は
安
価
な
ほ
ど
喜
ば
し

い
米
価
格
だ
が
、
生
産
者

か
ら
す
れ
ば
、
人
件
費
の

ほ
か
、
農
機
具
、
燃
料
、

肥
料
な
ど
生
産
コ
ス
ト
も

上
昇
し
て
お
り
、
米
の
適

正
価
格
に
つ
い
て
は
、
総

合
的
に
考
慮
し
て
決
め
る

べ
き
で
あ
り
、
柔
軟
な
国

の
政
策
に
期
待
す
る
。

　

引
き
続
き
地
産
地
消
に

繋
が
る
取
組
も
推
進
し
て

い
き
た
い
。

サンドクラフト期間中の対応は 農家への手厚い支援で米の安定的な供給を
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く
な
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発

生
し
た
。

　
今
回
の
事
故
は
、
人
の

立
ち
入
り
制
限
の
無
い
区

域
で
の
事
故
で
あ
る
。　

　
本
町
の
沿
岸
部
の
風
力

発
電
も
立
ち
入
り
制
限
の

な
い
場
所
だ
が
、
特
に
釜

谷
浜
は
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト

を
開
催
す
る
場
所
で
も
あ

り
安
全
に
つ
い
て
強
い
疑

問
を
投
げ
か
け
た
。

 

新
屋
の
事
故
は
、
前
日

に
点
検
を
実
施
し
翌
日
に

事
故
が
起
き
て
い
る
、
今

ま
で
の
点
検
で
安
全
と
言

え
る
の
か
。

町
長　
今
回
の
事
故
は
、

住
民
生
活
の
安
全
に
関
す

る
衝
撃
的
な
出
来
事
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
大
変
重

く
受
け
止
め
て
い
る
。
点

検
に
関
す
る
安
全
性
を
疑

問
視
す
る
声
が
あ
る
こ
と

を
承
知
し
て
い
る
。
事
業

者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
る
。

問　
こ
れ
ま
で
に
本
町
で

の
物
損
事
故
、
又
は
危
険

な
思
い
を
し
た
な
ど
の
報

告
は
あ
っ
た
の
か
。

課
長
等　
こ
れ
ま
で
に
２

回
ブ
レ
ー
ド
か
ら
氷
塊
が

飛
ん
だ
こ
と
に
よ
り
農
業

用
ハ
ウ
ス
が
被
害
を
受
け

た
。

　

氷
点
下
に
な
っ
た
り
雪

の
塊
が
出
来
そ
う
な
日
は

風
車
を
止
め
て
目
視
で
点

検
し
た
後
に
運
転
し
て
い

る
。

問　
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
期

間
中
の
発
電
の
一
時
休
止

を
求
め
た
い
。
こ
れ
が
安

心
安
全
に
繋
が
る
一
つ
の

策
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

問答
風
力
発
電
ブ
レ
ー
ド
事
故
に
つ
い
て

意
見
を
国
に
対
す
る
要
望
に
盛
り
込
む

課
長
等　
町
の
方
か
ら
も

イ
ベ
ン
ト
開
催
中
の
対
応

に
つ
い
て
お
願
い
し
て
る
。

事
業
者
か
ら
も
必
要
な
と

こ
ろ
を
止
め
る
な
ど
し
て

検
討
す
る
と
の
報
告
を
受

け
て
い
る
。

　

安
全
に
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
が
出
来
る
よ
う
に
町
の

方
か
ら
も
要
望
す
る
。

問　
通
学
路
脇
に
あ
る
風

力
発
電
を
懸
念
し
て
い
る

が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出

来
る
前
に
設
置
さ
れ
た
の

か
。
　
ま
た
、
自
治
会
や
小
中

学
校
に
注
意
喚
起
の
徹
底

を
し
て
も
ら
い
た
い
が
、

ど
う
か
。

課
長
等　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
出
来
る
前
に
国
の
許
可

を
取
っ
て
い
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の

契
約
に
な
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
対
応
を
協
議
し
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
考
え

て
い
く
。

あ ら や ようしん い と う せんさく

※

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
固
定
価
格
取
引
制

度
の
こ
と
で
あ
り
、
太

陽
光
や
風
力
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発

電
さ
れ
た
電
気
を
電
力

会
社
が
一
定
期
間
、
一

定
価
格
で
買
い
取
る
こ

と
を
国
が
約
束
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

み
た
子
さ
ん

　
　
　
の
解
説

※

伊藤　千作　議員

問　
米
の
高
騰
は
、
需
要

量
よ
り
令
和
５
年
産
米
が

44
ト
ン
も
不
足
し
た
こ
と

に
起
因
し
て
い
る
。
米
消

費
の
減
少
を
大
前
提
に
需

要
に
見
合
う
ギ
リ
ギ
リ
の

生
産
計
画
を
立
て
、
農
家

に
事
実
上
の「
減
反
」を
押

し
つ
け
て
き
た
自
民
党
農

政
が
も
た
ら
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
政
府
は
、
「
米
価
は
市

場
が
決
め
る
」
と
し
て
価

格
保
障
を
し
な
か
っ
た
。

し
か
も
米
の
流
通
自
由
化

を
進
め
、
大
手
の
量
販
店

が
価
格
決
定
権
を
握
り
、

価
格
は
低
く
抑
え
ら
れ
た
。

　
農
家
は
、
肥
料
の
値
上

が
り
な
ど
経
費
が
か
さ
み
、

「
時
給
10
円
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
で
、
米
を
作
れ
ば

作
る
ほ
ど
赤
字
に
な
る
状

況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
米

農
家
は
平
成
12
年
の
１
７

４
万
戸
か
ら
53
万
戸
に
激

減
し
、
生
産
量
も
お
よ
そ

３
割
も
減
っ
た
。
後
継
者

が
育
た
ず
、
米
を
生
産
す

る
力
の
減
退
が
深
刻
で
あ

る
。
　
今
必
要
な
こ
と
は
、
当

面
の
緊
急
対
策
と
一
体
に

米
増
産
に
舵
を
切
る
こ
と
、

そ
れ
を
政
府
が
明
確
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
国
が
責

任
を
持
っ
て
米
の
供
給
を

安
定
さ
せ
る
姿
勢
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め

て
安
定
し
た
流
通
が
可
能

に
な
る
。

　
農
家
が
増
産
に
意
欲
を

持
つ
に
は
、
再
生
産
可
能

な
価
格
や
所
得
補
償
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
は
社

会
的
要
請
で
あ
り
、
欧
州

な
ど
で
は
当
た
り
前
の
こ

と
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　
町
長
は
、
こ
の
農
家
問

題
、
米
高
騰
、
原
因
と
対

策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
考
え
、
見
解
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

町
長　
初
め
に
、
米
の
増

産
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
度
の
本
町
の
主
食
用
米

作
付
け
面
積
は
、
農
家
か

ら
提
出
さ
れ
た
水
稲
生
産

実
施
計
画
書
を
集
計
し
た

と
こ
ろ
、
米
の
買
い
取
り

価
格
の
上
昇
な
ど
の
要
因

か
ら
３
９
０
８
ha
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
６
年
比
較

で
は
、
２
０
５
ha
増
と
な

っ
て
い
る
。

問

答

農業問題、米高騰、原因と対策を

柔軟な国の政策に期待する

　

次
に
、
農
家
へ
の
価
格
、

所
得
補
償
、
消
費
者
に
対

す
る
適
正
、
安
価
な
米
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
米
の

価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、

農
業
所
得
の
向
上
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
で

は
、
異
常
気
象
な
ど
に
よ

る
減
収
を
想
定
し
た
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
で
あ

る
ナ
ラ
シ
対
策
、
収
入
保

険
制
度
、
水
稲
共
済
な
ど

へ
の
加
入
を
働
き
か
け
て

い
く
。

　

ま
た
、
消
費
者
に
と
っ

て
は
安
価
な
ほ
ど
喜
ば
し

い
米
価
格
だ
が
、
生
産
者

か
ら
す
れ
ば
、
人
件
費
の

ほ
か
、
農
機
具
、
燃
料
、

肥
料
な
ど
生
産
コ
ス
ト
も

上
昇
し
て
お
り
、
米
の
適

正
価
格
に
つ
い
て
は
、
総

合
的
に
考
慮
し
て
決
め
る

べ
き
で
あ
り
、
柔
軟
な
国

の
政
策
に
期
待
す
る
。

　

引
き
続
き
地
産
地
消
に

繋
が
る
取
組
も
推
進
し
て

い
き
た
い
。

サンドクラフト期間中の対応は 農家への手厚い支援で米の安定的な供給を
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問　

子
育
て
交
流
施
設

「
み
っ
し
ゅ
」
は
、
町
内

外
の
利
用
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
る
。
毎
年
の
猛
暑

に
対
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
る
水
場
を

併
設
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長　
「
み
っ
し
ゅ
」
は

全
天
候
、
全
季
節
で
子
ど

も
の
好
奇
心
を
育
み
な
が

ら
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
屋
内
遊
具
を
備
え
て

い
る
。

　

低
年
齢
児
の
水
遊
び
を

し
た
い
と
い
う
要
望
に
応

え
る
た
め
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る

「
お
ひ
さ
ま
広
場
」
に
お

い
て
、
近
隣
市
の
水
遊
び

広
場
へ
の
お
出
か
け
を
実

施
し
た
ほ
か
、
乳
幼
児
を

対
象
に
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル

で
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
。

問　
町
有
施
設
利
用
状
況

と
利
用
者
か
ら
の
要
望
に

対
す
る
対
応
は
。

　
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化

が
進
む
中
、
今
後
の
維
持

管
理
並
び
に
改
修
の
計
画

を
伺
う
。

町
長　
令
和
６
年
度
の
主

な
施
設
の
稼
働
日
数
、
利

用
者
数
は
、
琴
丘
総
合
体

育
館
が
３
４
９
日
４
万
１

６
９
人
、
山
本
体
育
館
が

３
４
９
日
１
万
５
２
６
３

人
、
八
竜
体
育
館
が
３
４

９
日
２
万
１
５
８
２
人
、

「
み
っ
し
ゅ
」
が
３
５
９

日
２
万
４
８
２
４
人
と
な

っ
て
い
る
。

　

利
用
者
か
ら
の
要
望
へ

の
対
応
は
、
危
険
が
伴
い

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、

早
急
な
対
応
に
努
め
て
い

る
。
各
要
望
の
内
容
や
必

要
性
を
精
査
し
対
応
し
て

い
る
。

　

町
で
は
、
個
別
施
設
ご

と
に
改
築
、
改
修
、
廃
止
、

除
去
な
ど
具
体
的
な
方
向

性
を
定
め
た
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
が
あ
る
。

問　
三
種
町
は
平
成
18
年

３
月
に
誕
生
し
、
令
和
８

年
３
月
に
20
年
を
迎
え
る
。

記
念
事
業
は
ど
の
よ
う
に

計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
令
和
８
年
４
月
、
三
種

町
立
統
合
中
学
校
が
開
校

さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
伴
い
３
中
学

校
が
閉
校
と
な
り
、
ど
の

よ
う
な
記
念
事
業
、
式
典

が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

町
長　
来
春
は
三
種
中
学

校
の
開
校
式
な
ど
も
あ
り
、

合
併
20
周
年
の
記
念
式
典

は
、
10
月
頃
を
目
途
と
し

て
適
切
な
時
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

問

答

猛暑対策として水遊び場の設置を

ビニールプールで対応している

教
育
長　
各
中
学
校
で
は

生
徒
会
で
の
活
動
を
通
し

て
、
閉
校
へ
の
思
い
や
開

校
へ
の
期
待
が
持
て
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

閉
校
式
典
を
開
催
し
、

記
念
誌
、
記
念
動
画
の
制

作
を
進
め
て
い
る
。

畠山　勝巳　議員

問　
住
民
共
助
組
織
と
そ

こ
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

と
の
雇
用
契
約
は
書
面
で

取
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る

思
う
が
現
状
は
ど
う
か
。

町
長　
住
民
共
助
運
行
団

体
は
任
意
団
体
で
あ
り
ド

ラ
イ
バ
ー
と
の
雇
用
契
約

は
義
務
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

問　
バ
ス
運
転
業
務
従
事

意
向
確
認
書
（
以
下
、

「
確
認
書
」
と
い
う
）
の

中
身
は
雇
用
契
約
と
は
違

う
の
か
。

町
長　
「
確
認
書
」
に
よ

り
各
団
体
の
基
本
的
な
内

容
を
確
認
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

問　
こ
の
「
確
認
書
」
は

誰
が
ど
う
い
う
意
図
で
作

っ
た
の
か
。

課
長
等　
住
民
共
助
団
体

と
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
関
係

に
つ
い
て
業
務
の
開
始
、

終
わ
り
、
休
憩
時
間
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
、
町
が

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
こ
れ
に
よ
る
と
、
業

務
時
間
が
９
時
間
ち
ょ
っ

と
に
な
る
。
８
時
間
に
対

す
る
、
時
給
９
５
１
円
の

最
低
賃
金
で
あ
る
は
ず
だ

が
、
ど
う
か
。

課
長
等　
最
低
賃
金
は
把

握
し
て
い
る
。
実
際
に
業

務
運
転
し
て
い
る
時
間
を

計
算
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　
車
の
管
理
時
間
、
い

わ
ゆ
る
拘
束
時
間
も
あ
る
。

町
は
そ
れ
を
労
働
時
間
と

認
識
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

課
長
等　
運
行
は
地
区
ご

と
に
時
間
や
走
り
方
が
違

い
、
便
と
便
と
の
間
は
休

憩
時
間
と
捉
え
て
い
る
。

問答
最
低
賃
金
に
到
達
し
て
い
な
い
の
で
は

ク
リ
ア
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

問　
労
働
基
準
監
督
官
の

話
だ
と
「
確
認
書
」
は
雇

用
契
約
に
当
た
る
、
と
言

う
返
答
が
あ
っ
た
。
雇
用

契
約
で
は
な
い
と
理
解
し

て
い
る
の
か
。

課
長
等　
共
助
の
団
体
は
、

民
間
の
会
社
と
は
違
い
、

地
域
運
営
組
織
と
考
え
て

い
る
た
め
、
労
働
契
約
書

は
義
務
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問　
「
住
み
続
け
た
い
町
」

と
し
て
県
内
ト
ッ
プ
と
し

て
評
価
さ
れ
た
。
定
年
後

田
舎
へ
帰
っ
て
ゆ
っ
く
り

過
ご
し
た
い
出
身
者
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
各
地

に
「
ふ
る
さ
と
会
」
を
つ

く
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

課
長
等
　
新
た
に
「
ふ
る

さ
と
会
」
を
設
置
し
な
く

て
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
新
た
な
つ
な
が
り
で
若

い
世
代
の
移
住
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
取
り
組
む
。
定
年

後
、
ゆ
っ
く
り
ふ
る
さ
と

に
帰
り
た
い
と
い
う
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
喜
ん

で
引
き
受
け
た
い
が
、
町

で
は
数
年
前
か
ら
若
い
世

代
を
定
住
対
策
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
い
る
た
め
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

「
ふ
る
さ
と
会
」で

　
　
　
　
移
住
増
を

町
主
催
の
記
念
事
業

　
　
　
の
あ
り
方
は

はたけやま か つ み ひ ら が まこと

運転手の賃金や労働時間の考え方は

山本ふるさと文化館で行われた三種町誕生10周年記念式典
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平賀　　真　議員

問　

子
育
て
交
流
施
設

「
み
っ
し
ゅ
」
は
、
町
内

外
の
利
用
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
る
。
毎
年
の
猛
暑

に
対
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
る
水
場
を

併
設
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長　
「
み
っ
し
ゅ
」
は

全
天
候
、
全
季
節
で
子
ど

も
の
好
奇
心
を
育
み
な
が

ら
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
屋
内
遊
具
を
備
え
て

い
る
。

　

低
年
齢
児
の
水
遊
び
を

し
た
い
と
い
う
要
望
に
応

え
る
た
め
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る

「
お
ひ
さ
ま
広
場
」
に
お

い
て
、
近
隣
市
の
水
遊
び

広
場
へ
の
お
出
か
け
を
実

施
し
た
ほ
か
、
乳
幼
児
を

対
象
に
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル

で
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
。

問　
町
有
施
設
利
用
状
況

と
利
用
者
か
ら
の
要
望
に

対
す
る
対
応
は
。

　
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化

が
進
む
中
、
今
後
の
維
持

管
理
並
び
に
改
修
の
計
画

を
伺
う
。

町
長　
令
和
６
年
度
の
主

な
施
設
の
稼
働
日
数
、
利

用
者
数
は
、
琴
丘
総
合
体

育
館
が
３
４
９
日
４
万
１

６
９
人
、
山
本
体
育
館
が

３
４
９
日
１
万
５
２
６
３

人
、
八
竜
体
育
館
が
３
４

９
日
２
万
１
５
８
２
人
、

「
み
っ
し
ゅ
」
が
３
５
９

日
２
万
４
８
２
４
人
と
な

っ
て
い
る
。

　

利
用
者
か
ら
の
要
望
へ

の
対
応
は
、
危
険
が
伴
い

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、

早
急
な
対
応
に
努
め
て
い

る
。
各
要
望
の
内
容
や
必

要
性
を
精
査
し
対
応
し
て

い
る
。

　

町
で
は
、
個
別
施
設
ご

と
に
改
築
、
改
修
、
廃
止
、

除
去
な
ど
具
体
的
な
方
向

性
を
定
め
た
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
が
あ
る
。

問　
三
種
町
は
平
成
18
年

３
月
に
誕
生
し
、
令
和
８

年
３
月
に
20
年
を
迎
え
る
。

記
念
事
業
は
ど
の
よ
う
に

計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
令
和
８
年
４
月
、
三
種

町
立
統
合
中
学
校
が
開
校

さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
伴
い
３
中
学

校
が
閉
校
と
な
り
、
ど
の

よ
う
な
記
念
事
業
、
式
典

が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

町
長　
来
春
は
三
種
中
学

校
の
開
校
式
な
ど
も
あ
り
、

合
併
20
周
年
の
記
念
式
典

は
、
10
月
頃
を
目
途
と
し

て
適
切
な
時
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

問

答

猛暑対策として水遊び場の設置を

ビニールプールで対応している

教
育
長　
各
中
学
校
で
は

生
徒
会
で
の
活
動
を
通
し

て
、
閉
校
へ
の
思
い
や
開

校
へ
の
期
待
が
持
て
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

閉
校
式
典
を
開
催
し
、

記
念
誌
、
記
念
動
画
の
制

作
を
進
め
て
い
る
。

畠山　勝巳　議員

問　
住
民
共
助
組
織
と
そ

こ
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

と
の
雇
用
契
約
は
書
面
で

取
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る

思
う
が
現
状
は
ど
う
か
。

町
長　
住
民
共
助
運
行
団

体
は
任
意
団
体
で
あ
り
ド

ラ
イ
バ
ー
と
の
雇
用
契
約

は
義
務
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

問　
バ
ス
運
転
業
務
従
事

意
向
確
認
書
（
以
下
、

「
確
認
書
」
と
い
う
）
の

中
身
は
雇
用
契
約
と
は
違

う
の
か
。

町
長　
「
確
認
書
」
に
よ

り
各
団
体
の
基
本
的
な
内

容
を
確
認
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

問　
こ
の
「
確
認
書
」
は

誰
が
ど
う
い
う
意
図
で
作

っ
た
の
か
。

課
長
等　
住
民
共
助
団
体

と
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
関
係

に
つ
い
て
業
務
の
開
始
、

終
わ
り
、
休
憩
時
間
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
、
町
が

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
こ
れ
に
よ
る
と
、
業

務
時
間
が
９
時
間
ち
ょ
っ

と
に
な
る
。
８
時
間
に
対

す
る
、
時
給
９
５
１
円
の

最
低
賃
金
で
あ
る
は
ず
だ

が
、
ど
う
か
。

課
長
等　
最
低
賃
金
は
把

握
し
て
い
る
。
実
際
に
業

務
運
転
し
て
い
る
時
間
を

計
算
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　
車
の
管
理
時
間
、
い

わ
ゆ
る
拘
束
時
間
も
あ
る
。

町
は
そ
れ
を
労
働
時
間
と

認
識
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

課
長
等　
運
行
は
地
区
ご

と
に
時
間
や
走
り
方
が
違

い
、
便
と
便
と
の
間
は
休

憩
時
間
と
捉
え
て
い
る
。

問答
最
低
賃
金
に
到
達
し
て
い
な
い
の
で
は

ク
リ
ア
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

問　
労
働
基
準
監
督
官
の

話
だ
と
「
確
認
書
」
は
雇

用
契
約
に
当
た
る
、
と
言

う
返
答
が
あ
っ
た
。
雇
用

契
約
で
は
な
い
と
理
解
し

て
い
る
の
か
。

課
長
等　
共
助
の
団
体
は
、

民
間
の
会
社
と
は
違
い
、

地
域
運
営
組
織
と
考
え
て

い
る
た
め
、
労
働
契
約
書

は
義
務
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問　
「
住
み
続
け
た
い
町
」

と
し
て
県
内
ト
ッ
プ
と
し

て
評
価
さ
れ
た
。
定
年
後

田
舎
へ
帰
っ
て
ゆ
っ
く
り

過
ご
し
た
い
出
身
者
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
各
地

に
「
ふ
る
さ
と
会
」
を
つ

く
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

課
長
等
　
新
た
に
「
ふ
る

さ
と
会
」
を
設
置
し
な
く

て
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
新
た
な
つ
な
が
り
で
若

い
世
代
の
移
住
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
取
り
組
む
。
定
年

後
、
ゆ
っ
く
り
ふ
る
さ
と

に
帰
り
た
い
と
い
う
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
喜
ん

で
引
き
受
け
た
い
が
、
町

で
は
数
年
前
か
ら
若
い
世

代
を
定
住
対
策
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
い
る
た
め
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

「
ふ
る
さ
と
会
」で

　
　
　
　
移
住
増
を

町
主
催
の
記
念
事
業

　
　
　
の
あ
り
方
は

はたけやま か つ み ひ ら が まこと

運転手の賃金や労働時間の考え方は

山本ふるさと文化館で行われた三種町誕生10周年記念式典
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児玉　儀広　議員

問　
空
き
家
の
数
は
、
令

和
４
年
度
末
で
４
８
８
件

と
聞
い
て
い
る
が
、
令
和

６
年
度
末
で
は
、
空
き
家

は
増
え
た
の
か
。

町
長　
最
新
の
調
査
結
果

が
令
和
４
年
度
末
で
４
８

８
件
で
、
そ
の
後
、
令
和

５
年
、
６
年
で
調
査
と
除

却
し
た
件
数
を
加
除
す
る

と
５
２
０
件
で
あ
る
。

問　
そ
の
う
ち
、
管
理
不

全
空
き
家
と
同
等
と
判
断

さ
れ
る
件
数
と
所
有
者
、

管
理
者
不
明
の
空
き
家
の

件
数
は
何
件
か
。

町
長　
管
理
不
全
空
き
家

と
同
等
と
判
断
さ
れ
る
危

険
度
３
以
上
の
空
き
家
は

46
件
、
所
有
者
、
管
理
者

不
明
な
空
き
家
は
、
４
件

で
あ
る
。

問　
令
和
７
年
度
よ
り
空

き
家
バ
ン
ク
の
成
約
報
奨

金
制
度
の
開
始
も
あ
り
、

良
好
な
物
件
は
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
を
促
し
、
空
き

家
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
努

め
て
は
ど
う
か
。

課
長
等　
優
良
な
物
件
に

つ
い
て
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
方
へ
登
録
相
談
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
企
画

政
策
課
も
協
力
し
て
い
く
。

問　
空
き
家
解
体
補
助
金

と
し
て
個
人
上
限
60
万
円
、

自
治
会
１
０
０
万
円
あ
る

が
、
令
和
６
年
度
末
ま
で

の
実
績
件
数
は
、
何
件
か
。

町
長　
令
和
６
年
末
ま
で

の
補
助
金
交
付
数
は
、
個

人
１
２
１
件
、
自
治
会
８

件
で
あ
る
。

　

昨
年
と
同
様
に
藤
里
町
に
て
、
７
月
４
日
に
県
北

地
区
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

講
師
は
、
藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
菊
池

ま
ゆ
み
氏
で
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
、
「
活
躍
支
援
で
拡
が
る
地

域
福
祉
の
可
能
性
」
で
、
活
躍
支
援
と
い
う
言
葉
を

拡
げ
た
く
、
ひ
き
こ
も
り
者
な
ど
を
支
援
し
、
活
躍

で
き
る
社
会
ま
で
導
く
事
業
の
取
組
内
容
を
伺
う
こ

と
が
で
き
た
。

　

多
様
性
を
活
か
し
た
取
組
が
重
要
で
あ
り
、
有
意

義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

勝
昭　

記

問

答

他県の取組事例の取り入れは

前向きに検討していく

問　
対
象
と
な
る
空
き
家

は
、
ど
の
よ
う
に
調
査
・

査
定
す
る
の
か
。

町
長　
建
築
士
に
よ
る
現

地
調
査
で
危
険
度
判
定
が

４
段
階
中
２
以
上
で
補
助

の
対
象
と
な
る
。

問　
他
県
で
は
、
空
き
家

流
通
促
進
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
事
業
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
職
員
が
所
有
者
に
売

却
や
賃
貸
の
意
向
を
聞
き

取
り
、
案
件
に
応
じ
て
適

切
な
専
門
家
に
繋
ぐ
制
度

が
設
立
さ
れ
、
効
果
が
現

れ
て
い
る
。
一
案
と
し
て
、

参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
専

門
的
な
知
見
の
あ
る
民
間

事
業
者
や
各
種
団
体
な
ど

と
連
携
が
可
能
な
場
合
は
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

こ だ ま よしひろ

議会改革案について
御意見いただきありがとうございました
　三種町議会は、令和６年６月に議会改革特別委員会を立ち上げ、議員定数などの
議会改革について、協議を進めています。
　その協議案件のうち、「議員定数」「議員報酬」「議場のバリアフリー」「議会の映
像配信」について、パブリックコメント（議会が考えた案を公表し、その案に対し
て町民から提出してもらった御意見などを考慮して意思決定を行う手続）を実施し
たところ、町民の皆さまから36件の御意見をいただくことができました。
　議会改革案は、皆さまからいただいた御意見を参考に令和７年９月定例会で最終
決定します。

町民の皆さまからいただいたパブリック
コメントは町ホームページで公開してい
ます。左のＱＲコードからも閲覧できま
すので、ご覧ください。

県北地区町村議会議員研修会

空き家バンクの活用で空き家の増加防止を
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問　
空
き
家
の
数
は
、
令

和
４
年
度
末
で
４
８
８
件

と
聞
い
て
い
る
が
、
令
和

６
年
度
末
で
は
、
空
き
家

は
増
え
た
の
か
。

町
長　
最
新
の
調
査
結
果

が
令
和
４
年
度
末
で
４
８

８
件
で
、
そ
の
後
、
令
和

５
年
、
６
年
で
調
査
と
除

却
し
た
件
数
を
加
除
す
る

と
５
２
０
件
で
あ
る
。

問　
そ
の
う
ち
、
管
理
不

全
空
き
家
と
同
等
と
判
断

さ
れ
る
件
数
と
所
有
者
、

管
理
者
不
明
の
空
き
家
の

件
数
は
何
件
か
。

町
長　
管
理
不
全
空
き
家

と
同
等
と
判
断
さ
れ
る
危

険
度
３
以
上
の
空
き
家
は

46
件
、
所
有
者
、
管
理
者

不
明
な
空
き
家
は
、
４
件

で
あ
る
。

問　
令
和
７
年
度
よ
り
空

き
家
バ
ン
ク
の
成
約
報
奨

金
制
度
の
開
始
も
あ
り
、

良
好
な
物
件
は
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
を
促
し
、
空
き

家
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
努

め
て
は
ど
う
か
。

課
長
等　
優
良
な
物
件
に

つ
い
て
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
方
へ
登
録
相
談
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
企
画

政
策
課
も
協
力
し
て
い
く
。

問　
空
き
家
解
体
補
助
金

と
し
て
個
人
上
限
60
万
円
、

自
治
会
１
０
０
万
円
あ
る

が
、
令
和
６
年
度
末
ま
で

の
実
績
件
数
は
、
何
件
か
。

町
長　
令
和
６
年
末
ま
で

の
補
助
金
交
付
数
は
、
個

人
１
２
１
件
、
自
治
会
８

件
で
あ
る
。

　

昨
年
と
同
様
に
藤
里
町
に
て
、
７
月
４
日
に
県
北

地
区
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

講
師
は
、
藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
菊
池

ま
ゆ
み
氏
で
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
、
「
活
躍
支
援
で
拡
が
る
地

域
福
祉
の
可
能
性
」
で
、
活
躍
支
援
と
い
う
言
葉
を

拡
げ
た
く
、
ひ
き
こ
も
り
者
な
ど
を
支
援
し
、
活
躍

で
き
る
社
会
ま
で
導
く
事
業
の
取
組
内
容
を
伺
う
こ

と
が
で
き
た
。

　

多
様
性
を
活
か
し
た
取
組
が
重
要
で
あ
り
、
有
意

義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

勝
昭　

記

問

答

他県の取組事例の取り入れは

前向きに検討していく

問　
対
象
と
な
る
空
き
家

は
、
ど
の
よ
う
に
調
査
・

査
定
す
る
の
か
。

町
長　
建
築
士
に
よ
る
現

地
調
査
で
危
険
度
判
定
が

４
段
階
中
２
以
上
で
補
助

の
対
象
と
な
る
。

問　
他
県
で
は
、
空
き
家

流
通
促
進
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
事
業
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
職
員
が
所
有
者
に
売

却
や
賃
貸
の
意
向
を
聞
き

取
り
、
案
件
に
応
じ
て
適

切
な
専
門
家
に
繋
ぐ
制
度

が
設
立
さ
れ
、
効
果
が
現

れ
て
い
る
。
一
案
と
し
て
、

参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
専

門
的
な
知
見
の
あ
る
民
間

事
業
者
や
各
種
団
体
な
ど

と
連
携
が
可
能
な
場
合
は
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

こ だ ま よしひろ

議会改革案について
御意見いただきありがとうございました
　三種町議会は、令和６年６月に議会改革特別委員会を立ち上げ、議員定数などの
議会改革について、協議を進めています。
　その協議案件のうち、「議員定数」「議員報酬」「議場のバリアフリー」「議会の映
像配信」について、パブリックコメント（議会が考えた案を公表し、その案に対し
て町民から提出してもらった御意見などを考慮して意思決定を行う手続）を実施し
たところ、町民の皆さまから36件の御意見をいただくことができました。
　議会改革案は、皆さまからいただいた御意見を参考に令和７年９月定例会で最終
決定します。

町民の皆さまからいただいたパブリック
コメントは町ホームページで公開してい
ます。左のＱＲコードからも閲覧できま
すので、ご覧ください。

県北地区町村議会議員研修会

空き家バンクの活用で空き家の増加防止を
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　バスケットボールの練習や自主練習を試
合でやることを思い出しながら頑張る。

　最後のテニスでペアとのかけ声を大切に
して試合に臨みたい。

　最後のバスケットボールでいい思い出を
つくって、家族との時間も大切にしたい。

（取材：遠藤　勝昭、児玉　儀広）

旧八竜町鵜川生まれ。芦崎地区に嫁ぎ農業
を頑張ってきました。

◇◆ プロフィール◆◇
伊東　ミヅノさん（八竜地域）
いと う

　
 　

　

Q 議会だよりを読んでいますか？
A　一生懸命読んでいるわけではないけど、目を通したことは
　あります。活字が苦手な方です。

～伝えたいこと～

（取材：畠山　勝巳）

議会だよりの改善点・要望はありますか？
読みやすいようにお願いします。

　せいぶ館の掃除をしてきました。地域だけの施設ではないと
いうことを知ってほしいです。
　せいぶ館ができて、私が最初の管理人でした。当初は利用す
る人がほとんどおらず、草取りと掃除が仕事でした。最近は、
焼き肉パーティなどが頻繁に行なわれるようになり、地元以外
の方々も結構使うようになりました。私は今、引退しています
が、自宅がせいぶ館の近くなので、利用状況が確認できます。
今後もどんどん使ってほしいです。

　まだまだ暑い日が続きます。熱中症な
どにならないように、こまめな水分補給
をして、無理せず暑い夏を乗り切りましょ
う。
　これからも、皆さんに愛され続ける広
報づくりに取り組んでまいります。

児玉　儀広　記　

編
　
集
　

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長
　
三
村
　
　
眞

副
委
員
長
　
遠
藤
　
勝
昭

委
　
　
員
　
畠
山
　
勝
己

　
〃
　
　
荒
谷
　
要
伸

　
〃
　
　
児
玉
　
儀
広

　
〃
　
　
森
山
　
大
輔
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赤いの

（７/11　山本保育園
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